第16回中小商工業全国交流・研究集会

地域の宝を生かし、新時代をきり拓こう

－カジノ経済から育てあう経済へ－　

ＨＰ・メールニュース<№６>
2009年10月29日
いよいよ明後日から商工交流会が始まります。

参加者は全国から８００人超、京都で６００人を突破し、１４００人超になります。
全体会では第２会場にモニターも準備してみなさんをお待ちしています。

３日目の参加について、予定を入れている方、記念講演とまとめ講評もぜひきいてから観光に、帰途についてくださいね。
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・特別報告のおひとりは
全国畳産業振興会会長EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かんべ),神邉)
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・全商連が二場邦彦先生を招待
・移動分科会・職人展

・物産展の紹介です
・京都吟行余談③
・事務局からのお知らせ…→→→→
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★特別報告のおひとりは

全国畳産業振興会会長EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かんべ),神邉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こういち),鑅一)さん

♪♪お部屋の空気をキレイにするなら～♪
畳を敷くのが一番よ　だってイグサは吸うのよＣＯ２
畳パワーは湿気も吸っちゃう　♪♪
　イグサ生産者や畳店、畳材の商社などの団体でつくられた「全国畳産業振興会」のホームページ。「畳メイド」が歌い上げる「畳ビズのうた」です。（写真は振興会HPより）
　「畳を使って地球温暖化を防ごう、そして畳需要の底上げをと考えたんです」。振興会の神邉鑅一会長は言います。急減する畳需要をどう回復させるか‐。その中で出てきたアイデアの一つでした。
　同振興会では、畳の新市場を開拓するため、2007年に「新時代の畳活用法のアイデア」を初めて公募。「業界内だけでは新しい発想は出てこない」（神邉会長）という思いからでした。最優秀賞は「たたみでゴロ寝カー」。自動車内の内装を畳で作るというアイデアでした。「畳ビズのうた」の発表は翌2008年。このほかにもイグサを使った「畳の名刺入れ」「合格の畳におい袋」などを発売、今年は「畳の表替え無料モニター」を募集しています。
　「畳業界はこれまで、消費者、お客に積極的に新しい提案をしてこなかった。だからいま新しい挑戦が求められているんです」。神邉会長の言葉にも力が入ります。
「全国商工新聞」（2009年4月27日付）より

●二場邦彦・京都創成大学名誉教授を全商連が招待

京都創成大学名誉教授の二場邦彦先生は1981年、第１回商工交流会が大阪府中小企業文化会館で開催された際、立命館大学教授として基調講演をされました。政府が「80年代の中小企業ビジョン」と銘うったエリート中小企業論を打ち出すもとで、「80年代の展望と国民とともに歩む中小商工業の課題」と題する基調講演は、ビジョンを厳しく批判するとともに「国の政策自体を私どもの力で大きく作り変えていかなければいけない、それをしっかり認識しておく必要がある」と明言。

その上で日本経済の平和的・民主的発展を追求すること、そうした日本経済を作っていく中で、国民とともに歩んでいける中小企業になるよう努力しなければならないと指摘しています。「積極的に中小業者が国民の要望に応えていく、また、今すぐには応えられないとしても、そういう方向で真険に努力していくということです。このことは、統一戦線を強めるうえでもきわめて重要です」と話し、運動の基本的な方向を経営強化、共同化・協業化の推進、国の政策に対する要求運動－と示唆しています。

「今日の商工交流会運動を生み出してくださった先生に、成長した姿をみていただきたい‐という思いです。」（中山眞・実行委員会事務局長）
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●移動分科会紹介　【フォーラム　京・職人の技－みやびを支える職人たち】

11月1日(日)　＠池坊学園1階　アートフォーラム＊ラウンジ

午前9時受付　午前9時30分～午後4時

現在京都府で開催されている「京都　知恵と力の博覧会」に位置づけられています。

◆展示（アートフォーラム）
＊山科の匠の会による陶器・漆器・竹工芸の展示。

＊西陣の「織り額」や美しい着物も展示します。
お抹茶で一服しながら着物も見てください。

＊職人さんもいますので苦労話や、
出来上がるまでの過程を聞いてみませんか。

◆体験（ラウンジ）
ラウンジでは、職人さんによる京人形・京蒔絵・型紙彫刻・友禅の実演もあります。職人さんと直接お話も出来ます。



まだ分科会に悩んでいる方、
同じ仕事をしている方は、
ぜひ職人展にお越しください。

お待ちしています。

●分科会紹介　‐第４分科会「下請取引問題と公正な取引ルールの確立」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠中小企業会館・804会議室

新政権が「中小企業いじめ防止法」案など、中小企業・中小業者対策の新たな法案策定の動きを作ろうとしています。しかし、経済危機や不況を口実にした際限のない下請たたきはますますはげしくなっています。第４分科会では座長の兵商連・全国FC加盟店協会の河合章さん（コンビニ経営）から、セブンイレブンへの「排除措置命令」に関する取り組みと今後の運動の方向について、また、全商連常任理事の谷野洋さんから、「新政権の公正取引政策をどうみるか」という冒頭の報告があります。

参加者からは三菱自動車の下請いじめを告発してたたかっている岡山県津山民商の松田孝二さんが（アルミ鋳物鋳造）告発の経過とたたかいの現状を生々しく報告します。全商連運動政策局の藤田信好さんは「中小企業から見た独占禁止法、下請代金法の問題と課題」を提起します。助言者は鹿児島経済大学教授の山本晃正さん、日本福祉大学教授の近藤充代さんです。
‐第13分科会「憲法25条とナショナル・ミニマムを考える」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠中小企業会館・710会議室

格差と貧困がとめどなく国民各層に広がる中、セーフティネットとしての社会保障の再構築が緊急に求められています。そして今、国民と私たちのこの間の運動を反映し、民主党等の新政権は、後期高齢者医療制度及び障害者自立支援法の廃止、生活保護の母子加算復活等、社会保障政策の転換を図ろうとしています。

第13分科会では、こうした国民各層の粘り強い運動を交流します。医療現場からの「国保死亡調査報告」(民医連)及び「国保値上げ問題」(奈商連)での住民運動の取り組みが座長報告されます。

また、大阪から「国保の乱」(大商連)、兵庫から「毎月相談・国保課交渉」(垂水民商)、愛知から｢国保税の減免拡充と一部負担金の減免要綱制定｣(尾北民商)の改善を勝ち取った取り組みが、さらに、全生連から生存権裁判の報告があります。助言者には、社会保障の第一人者である佛教大学の金澤誠一教授につとめていただきます。
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2009年10月31日(土) 産業会館8階ホール内
2009年11月 2日(月) 産業会館8階展示場

☆2009年10月31日(土) 産業会館8階ホール内　＊*＊*＊*＊*＊
●「本の風」：講師の本を取り揃えています。
2日には、清水寺貫主・森清範さんの本も取り揃えています。
●「梅月」：金つば、六方焼等、京菓子。甘さを控えたおいしいお菓子です。（中京民商）

●「まめ工房」：京都北部の食材を使った食品造りをしています。味噌・梅干・ジャム・佃煮などを置いています。

●京の手焼きせんべい「三善製作所」：舟形しょうがせんべいは、60年前の創製以来変わらない手作り商品です。（東山民商）
●「あめや藤本」：京都の友禅染めにこだわり、きものを創って30年。西陣織の帯もあります。当日は鈴付小物入れを販売します。（伏見民商）

●「伴仙太郎商店」：念珠、お香、ろうそくを販売します。（下京民商）
●京商連婦人部：念珠、婦人部が作成した念珠を販売します。おたべも販売します。
★2009年11月２日(月) 産業会館8階　展示場内　＊*＊*＊*＊*＊
○中京民商婦人部：京都のお漬物を販売します。お土産にいかがでしょうか。
○「七宝ＲＵＵ」：香りの便り(郵送可能香立セット)、七宝製品…親しい方に香りの便りを。（東山民商）

○「小西雄一」：丹後ちりめん、帯地、さば・いわしのへしこ（与謝民商）　
○「中川民芸」：丹後ちりめん使用の民芸小物を地元京都で製造しています。（右京民商）

○八幡民商：高級ビューティソープ、シャンプー，コンディッショナー、ローション等をお手ごろ価格にてお届けします。

○「アトリエ西匠」：織額を販売します。見るだけでも心が和みます。ぜひお立ち寄りください。（上京民商）

○草木染艸庵：花・草木よりしぼり出した染汁で染め上げました。やさしい色です。堅牢度は大丈夫です。（右京民商）
○「京布目象嵌藤一」：象嵌アクセサリーを置いています。お好みのアクセサリーを見つけてください。（中京民商）
○「栗林美工」：皮革染色家のすべてオリジナルデザインによる商品です。（右京民商）

○伝統産業女性の会：小物を販売します。右京民商婦人部で作成した、はしっこも販売します。（右京民商）

○「梅月」：金つば、六方焼等、京菓子。甘さを控えたおいしいお菓子です。（中京民商）

○「まめ工房」：京都北部の食材を使った食品造りをしています。味噌・梅干・ジャム・佃煮などを置いています。

○京の手焼きせんべい「三善製作所」：舟形しょうがせんべいは、60年前の創製以来変わらない手作り商品です。（東山民商）

○「あめや藤本」：京都の友禅染めにこだわり、きものを創って30年。西陣織の帯もあります。当日は鈴付小物入れを販売します。（伏見民商）

○伴仙太郎商店：念珠、お香、ろうそくを販売します。（下京民商）

○京商連婦人部：念珠、婦人部が作成した念珠を販売します。おたべも販売します。
○「本の風」：講師の本。清水寺貫主・森清範さんの本も取り揃えています。

■注文受付もあります・・・・
＊佐々木酒造：「9条のお酒」のご注文を受け付けます。
＊農家レストラン「サラサ」：米麺のご注文を受け付けます。（福知山民商）
☆２日目（分科会）では物産展がありませんので、ご注意ください☆
[吟行余談]　-3-　戦乱の地

前田貞一（東山民主商工会）
日本各位には古戦場が多くありますが、京都ほど幾度も戦乱にまきこまれた地はありません。応仁の乱はもとより、蛤門の変では町の中心部が、鳥羽・伏見の戦いでは伏見が焼け野が原になりました。飽くことのない権力闘争で家族の亡くし、家屋や職業を失っても、庶民はたくましく復興をはたしました。権力に屈しない京都の伝統は、革新の火となって今なお庶民に引き継がれています。

平和があってこその幸せ、有り難さをしみじみ感じます。　　＊*＊*＊*＊*＊
☆第１日・全体会会場は11時半から入場可能です。


☆事務局は10月30日には入京します。29日、午後以降の名簿の変更は当日受付でお願いします。


☆事務局の緊急連絡先☆


090-2525-4101・090-5802-5999











虹ぼかし染にステンシル


(北会員・瑠璃工房染めアート倶楽部)


綿の手ぬぐいに、ぼかしの染に挑戦します。マフラーにもできます。1,500円





ちょうちん(東山会員・小島商店)


１５㎝のちょうちんに絵を描いていただきます。オリジナルのちょうちんが出来ます。1,500円





念珠つくり


(下京会員・伴仙太郎商店)


念珠と珠数のどちらかを作成できます。自分の珠数はいかがでしょうか。2000円





他にも、截金(山科会員)、象嵌(中京会員)、印象(下京会員)、竹工芸(山科会員)、などの体験が出来ます。文化にふれながら、自分だけのオリジナルをつくってみませんか。





当日は、


永山利和日本大学教授のお話もあります。














